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七ヶ浜！便利になるの！？

２つの中学校の学力差は

施設使用料を改定

特 集

議 案

委員会リポート

など　７人が一般質問

15国民健康保険の財政ひっ迫

No.１５８No.１５８
宮城県七ヶ浜町議会宮城県七ヶ浜町議会
令和6年2月1日令和6年2月1日

議会だより議会だより
しちがはましちがはましちがはましちがはましちがはましちがはましちがはましちがはま

受験生がんばっ
てます!

受験生がんばっ
てます!



草刈りが大変イメージのため実際とは異なります

補正予算の
ここに注目　　

施設予約システムの導入に向けて、
公民館施設使用料や設備器具使用料の
見直しを行うもの

Ａ) １) 冷暖房料は、施設使用料に含む
２) 放送・音響設備(大会議室、第１・２研修室、
　  第４研修室）、ピアノ(第４研修室、多目的
　 ホール)は、施設使用料に含む
３） 集会室(Ａ)と集会室(Ｂ)は、一体的に使
　   用しているため、集会室(Ａ・Ｂ)に統合
４） 申請の受付は、町内在住者が３ヶ月前(変更
　   なし）、町外在住者が３ヶ月前だったが２ヶ
　   月前に変更
５） 施設使用料の町外料金廃止
６） 施設使用料の料金変更

Ｑ) いつから変わるの？
Ａ) 令和６年１月１日から
　 変わりました。

Ｑ) 何をお願いするの？
Ａ) 施設予約システム導入に向けて、各施設(中央公民館、七ヶ浜国際村、スポーツ施設、ア
　 クアリーナ、小中学校施設)の設定が必要になります。職員や指定管理者の操作研修も含
　 まれています。

Ｑ) 施設予約システムって何？利用申請以外にもできることはあるの？
Ａ) 今までは、窓口で予約申請をし、職員やスタッフが紙台帳に書いて管理していましたが、
　 今後は窓口での申請受付以外にもＷｅｂでも申請できるようになります。
　 施設の空き状況を確認したり、利用者ＩＤが発行されれば自分の申請状況も確認できるよ
　 うになります。

　
12
月
会
議
を
12
月
４
日
か
ら
５
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
や
条
例
改
正
、指
定
管

理
者
の
指
定
、七
ヶ
浜
中
学
校
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
拡
張
工
事
負
担
金
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
31

件
の
議
案
を
審
議
し
、い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
は
７
人
の
議
員
が
町
の
対
応
や
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　令和4年５月頃　株式会社ユニホーから店舗造成工事（ドラッグストア）による発生土約
22,000㎥に関して町へ相談があった。

　町と教育委員会では七ヶ浜中学校第２グラウンドの北側（野球場ライト側）が手狭であっ
たこと、今後大規模災害が起きた際、仮設住宅等の用地を確保するうえで、七ヶ浜中学校
校舎北側の拡張もできることから、発生土受け入れを検討。

　報告書によると発生土の地質は、町内に一般的にある地質で適切であることが確認でき
たことから、株式会社ユニホーが工事費用を負担するかたちで、町と教育委員会が発生土
の受け入れを決定。

　令和５年５月　議員全員協議会で、拡張工事に伴う舗装整備等の町負担分があることの
説明があった。

　令和５年１２月　七ヶ浜中学校第２グラウンド等拡張工事に４，０００万円上程
拡張工事は、グラウンドのクレイ舗装や駐車場舗装整備等を町負担とすることで可決した。

▶造成工事＜株式会社ユニホー＞
　令和５年９月１９日から令和６年２月（予定）
▶クレイ舗装・駐車場等工事＜町負担金＞
　造成工事終了後から令和６年４月(予定)

　▶クレイ舗装　　　約２，３１０㎡
　▶駐車場舗装　　　約１，４００㎡　４０台分
　▶ネットフェンス工　約１５５ｍ
　▶Ｕ型側溝整備工　約１５０ｍ

Ｑ) 誰がその駐車場を使うの？
Ａ) 基本的には学校への来訪者の駐車場になると考えています。

Ｑ) 生徒・保護者への説明はしているの？
Ａ) ある程度できあがった段階で、チラシ等で周知する予定です。

Ｑ) 野球部もないのにグラウンドを広くするということは、草もさらにぼうぼう
　  生えてしまうけど、誰が草刈りをするの？
Ａ) 今後、予算協議の中で管理に関して協議していこうと考えています。

七ヶ浜！ 便利になるの？七ヶ浜！ 便利になるの？ 12月
会議

公民館条例が一部改正（P5) 七ヶ浜中学校第２グラウンド等拡張工事

拡張工事に至るまで
Why？なぜ？

Why？なぜ？
4,000万円

Why？なぜ？
122万円

工事内容（町負担分）

Ｑ) 何が変わるの？

施設予約システム設定等委託料

期　間

③  しちがはま議会だより　第158号　令和6年2月1日発行  しちがはま議会だより　第158号　令和6年2月1日発行  ②

伊藤 良樹さん 森川 梨菜さん
いとう よしき もりかわ  り　な

はんざつ

施設予約システムについて町民の方にインタビューしました

　自分たちの世代では、オンライン予
約が当たり前なので不便さを感じていま
した。導入されることで利便性が大きく
向上すると思います。若い世代にも使
いやすい公共施設が増えて欲しいです。

　予約するには、電話か窓口で空き状
況を確認、日程を調整してから再度申
込手続きと煩雑でしたが、全てWｅｂで可
能になるのは本当にありがたいです。
オンラインや電子決済、コンビニ支払
いが可能になると助かります。



換気対策をしっかりと

プラスチックごみで出せるもの

こんなことが決まりました－12月会議での議案審議－

質
　疑

こんなことが決まりました－12月会議での議案審議－

討
　論

反
対
反
対

歌
川
　
渡

賛
成
賛
成

仁
田
　
秀
和

質
　疑

歳出

主
な
も
の

　　　　12月会議　一般会計補正予算の主なもの

企画費補助金 　　　　　　１億１３６０万円
社会福祉費負担金　　　　　　　 １６１万円
被害漁業者生活資金貸付基金繰入金　 １億円
雑入　　　　　　　　　　　　 １３９１万円

歳入

答 問

答 問

答 問

答 問答 問

答 問

答 問

答 問

管●
公
民
館
条
例
の一
部
改
正

内
　
容

　
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
向
け
て
公
民
館
の
施
設

使
用
料
や
設
備
器
具
使
用
料

等
の
諸
般
の
見
直
し
を
行
う

も
の
で
す
。

　
　
使
用
料
を
引
き
上
げ
る

　
　
理
由
は
。

　
　
生
涯
学
習
課
長
　
料
金

　
　
表
は
一
部
値
上
が
り
し

て
い
る
部
分
も
あ
る
が
、空

調
設
備
や
音
響
設
備
等
の
使

用
料
が
含
ま
れ
る
の
で
、実

際
の
支
払
い
ベー
ス
で
は
減

額
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

  　
具
体
的
な
減
額
が
示
さ
れ

な
い
中
で
、増
額
的
な
改
正

が
見
受
け
ら
れ
、利
用
者
の

負
担
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
冷
暖
房
使
用
料
を
含
め
た

施
設
使
用
料
の
見
直
し
等
、

利
用
実
態
に
合
っ
た
利
便
性

の
向
上
が
図
ら
れ
る
。

採
決
の
結
果

賛
成
多
数
で
可
決

●
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

内
　
容

　
任
期
満
了
に
伴
い
議
会
の

同
意
を
得
て
任
命
さ
れ
ま
す
。

任
　
期

　
令
和
６
年
１
月
28
日
か
ら

３
年
間

熊
谷
　
明
美
さ
ん

佐
藤
　
壮
一 

さ
ん

渡
辺
　
弘
さ
ん

岩
本
　
松
治
さ
ん

渡
邉
　
勇
一
郎
さ
ん

渡
邊
　
留
四
郎
さ
ん

佐
藤
　
一
郎
さ
ん

星
　
　
辰
男
さ
ん

鈴
木
　
克
也
さ
ん

我
妻
　
卓
郎
さ
ん

佐
藤
　
太
郎
さ
ん

相
澤
　
久
明
さ
ん

三
島
　
千
惠
子
さ
ん

（
掲
載
順
　
議
案
順
）

●
人
権
擁
護
委
員
の
任
命

内
　
容

　
任
期
満
了
に
伴
い
議
会
の

同
意
を
得
て
任
命
さ
れ
ま
す
。

任
　
期

　
令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら

３
年
間

星
　
　
洋
子
さ
ん

渡
邊
　
十
三
生
さ
ん

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会一
致
で
同
意

　内
　
容

　
施
設
等
の
管
理
を
行
わ
せ

る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ

る
も
の
と
し
て
、町
が
選
定

し
た
当
該
団
体
を
指
定
管
理

者
に
指
定
す
る
も
の
で
す
。

　
期
間
は
、い
ず
れ
も
令
和

６
年
４
月
か
ら
令
和
11
年
３

月
末
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

●
七
ヶ
浜
健
康
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指

定・
施
設
名
称

　
七
ヶ
浜
健
康
ス
ポ
ー
ツ
セ

　
ン
タ
ー（
ア
ク
ア
リ
ー
ナ
）

・
指
定
先

　
株
式
会
社

　
グ
ラ
ン
ス
ポ
ー
ル

●
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定

・
施
設
名
称

　
七
ヶ
浜
町
ス
ポ
ー
ツ
施
設

・
指
定
先

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
ア
ク
ア
ゆ
め
ク
ラ
ブ

●
障
が
い
者
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の

指
定

・
施
設
名
称
　

　
七
ヶ
浜
町
障
が
い
者
地
域

　
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
あ
さ
ひ
園
）

・
指
定
先

　
社
会
福
祉
法
人
七
ヶ
浜
町

　
社
会
福
祉
協
議
会

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会一
致
で
可
決

　
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

２
件
の
請
願・陳
情
は
、そ
れ

ぞ
れ
関
連
す
る
常
任
委
員
会

に
付
託
し
ま
し
た
。

●「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中

小
企
業
支
援
の
拡
充
、格
差

の
な
い
全
国
一
律
最
低
賃
金

制
度
の
確
立
を
求
め
る
政
府

に
対
す
る
意
見
書
採
択
の
陳

情
書
」

陳
情
者

宮
城
県
春
闘
共
闘
会
議

代
表
幹
事
　
髙
橋
　
正
行

付
託
先

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

●「
現
行
の
健
康
保
険
証
を

残
す
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

を
国
に
あ
げ
る
こ
と
を
求
め

る
請
願
書
」

請
願
者

塩
釡
民
主
商
工
会

　
　
会
長
　
千
葉
　
藤
男

付
託
先

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

み
し
ま 

 

ち

え
こ

あ
い
ざ
わ    

ひ
さ
あ
き

さ
と
う 

 

た
ろ
う

わ
が
つ
ま     

た
く
ろ
う

す
ず
き 

 

か
つ
や

ほ
し   

　   

た
つ
お

さ
と
う    

い
ち
ろ
う

わ
た
な
べ    

と
め
し
ろ
う

わ
た
な
べ    

ゆ
う
い
ち
ろ
う

い
わ
も
と      

ま
つ
じ

わ
た
な
べ  

 

ひ
ろ
し

さ
と
う 

 

そ
う
い
ち

く
ま
が
い      

あ
け
み

ほ
し 

　
　    

よ
う 

こ

た
か
は
し
　  

ま
さ
ゆ
き

ち
　 

ば      

ふ
じ  

お

わ
た
な
べ     

と

み

お

●
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

給
付
金
支
給
事
業
費

　
　
　（
１
億
８
０
０
万
円
）

　
　
対
象
世
帯
数
は
。

　
　
財
政
課
長
　
７
万
円
が

　
　
１
４
０
世
帯
、
10
万
円

が
１
０
０
世
帯
で
あ
る
。

　
　
非
課
税
世
帯
の
方
々
に

　
　
早
急
に
支
給
す
べ
き
で

あ
る
が
。

　
　
長
寿
社
会
課
長
　
12
月

　
　
上
旬
に
、
制
度
の
案
内

を
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の

後
、本
人
か
ら
辞
退
や
口
座

変
更
等
の
申
し
出
が
な
い

限
り
、12
月
下
旬
に
口
座
へ

振
込
み
の
予
定
で
あ
る
。

●
学
校
教
育
換
気
対
策
用
空

気
清
浄
機
購
入
代

　
　
　
　
　（
５
２
８
万
円
）

　
　
空
気
清
浄
機
を
各
学
校

　
　
へ
合
計
40
台
設
置
す
る

と
の
こ
と
だ
が
納
入
時
期
は
。

　
　
教
育
総
務
課
長
　
２
月

　
　
末
か
３
月
末
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
。

　
　
各
校
の
設
置
台
数
は
。

　
　
亦
楽
小
８
台
や
松
ヶ
浜

　
　
小
６
台
、
汐
見
小
12

台
、
七
ヶ
浜
中
６
台
、
向
洋

中
８
台
を
普
通
学
級
に
設
置

す
る
も
の
で
あ
る
。

●
公
園
管
理
費
施
設
修
繕
料

　
　
　
　
　
　（
76
万
円
）

　
　
修
繕
内
容
は
。

　
　
財
政
課
長
　
汐
見
台
三

　
　
丁
目
街
路
灯
や
、
湊
浜

緑
地
公
園
あ
ず
ま
や
の
柵
な

ど
が
あ
る
。

●
七
ヶ
浜
健
康
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
機
械
設
備
現
況
調
査

及
び
改
修
工
事
実
施
設
計
業

務
委
託
料

　
　
　
　
　（
３
２
２
万
円
）

　
　
委
託
料
の
内
容
は
。

　
　
生
涯
学
習
課
長
　
バ
ー

　
　
デ
ゾ
ー
ン
の
ポ
ン
プ
に

経
年
劣
化
に
よ
り
不
具
合
が

生
じ
て
い
る
。長
寿
命
化
に

向
け
て
現
況
調
査
を
し
た
う

え
で
、そ
れ
に
基
づ
き
実
施

設
計
を
行
う
委
託
料
で
あ
る

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
周

知
用
チ
ラ
シ
印
刷
代

　
　
　
　
　（
34
万
円
）

　
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

　
　
分
別
方
法
が
変
わ
る
が
、

周
知
は
。

　
　
町
民
生
活
課
長
　
チ
ラ

　
　
シ
お
よ
び
分
別
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
全
戸
に
配
布
予

定
で
あ
る
。

補正
予算

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
８
５
９
０
万
円
を
追
加
し
総
額
80
億

７
０
５
０
万
円
と
し
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
や
学
校
教
育
換
気
対
策
用
空
気
清
浄

機
購
入
代
な
ど
で
す
。
本
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

議案
審議

非
課
税
世
帯
に
７
万
円
支
給

非
課
税
世
帯
に
７
万
円
支
給

施設使用料を改定施設使用料を改定

条
　
例
　
改
　
正

人
　
　
　
　
事

指
定
管
理
者
の
指
定

請
願 

・ 

陳
情
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条　例　改　正　ほ　か 掲載ページ
○令和５年度一般会計補正予算（第４号）
○農業委員会の委員の任命
○七ヶ浜健康スポーツセンターの指定管理者の指定
○スポーツ施設の指定管理者の指定
○障害者地域活動支援センターの指定管理者の指定
○特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正
○議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正
○会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正
○国民健康保険条例の一部改正
○被害漁業者生活資金貸付基金条例の廃止
○町営住宅条例の一部改正
○特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに
　特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部改正
○令和５年度下水道事業特別会計補正予算（第２号）
○令和５年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
○令和５年度介護保険特別会計補正予算（第２号）
○令和５年度水道事業会計補正予算（第３号）

４
５
５
５
５
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー

●全会一致の議案等
○賛成　　●反対　　議長は採決に加わらない。

11 可決 ー○ ○ ●○ ○○ ○ ○ ●○ー

道路占用料等条例の一部改正

2 ○○ ○

鈴
木
　
洋
市

鈴
木
　
　
篤

岡
﨑
　
正
憲

賛
　
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

佐
藤
　
信
輝

能
勢
　
鯨
太

鈴
木
　
　
博

鈴
木
　
惠
子

佐
藤
　
直
美

熊
谷
　
明
美

佐
藤
　
壮
一

遠
藤
　
喜
二

掲　載
ページ議　 案　名

●賛否が分かれた議案等

11 可決 ー○ ○ ●○ ○○○ ○ ●○３公民館条例の一部改正
職員の給与に関する条例及び
一般職の任期付職員の採用等に関する条例の
一部改正

2 ○

歌
川
　
　
渡

仁
田
　
秀
和

安
倍
　
敏
彦

○ ○

11 可決 ー○ ○ ●○ ○○○ ○ ●○ー 2 ○○ ○

第２回定例会１２月会議　提出議案採決結果一覧　（１２/４～５）

町 

政 

を 

問 

う

遠
藤
　
喜
二
　・・・・・・・ 

９
ペー
ジ

○ 

町
内
の
交
通
標
識・路
面
標
示・速
度
表
示
等
に
つ
い
て

○ 

花
渕
浜
地
区
町
営
住
宅
ゴ
ミ
集
積
所
に
水
道
栓
設
置
に
つ
い
て

熊
谷
　
明
美
　・・・・・・・ 

７
ペー
ジ

○ 

視
聴
覚
障
が
い
者
への
支
援
は

○ 

公
園
等
の
ト
イ
レ
の
維
持
管
理
は

鈴
木
　
　
篤
　・・・・・・・ 

８
ペー
ジ

○ 

本
町
に
あ
る
２
つ
の
中
学
校
の
学
習
環
境
に
つ
い
て

○ 

観
光
政
策
に
戦
略
は
あ
る
か

能
勢
　
鯨
太
　・・・・・・・ 

10
ペー
ジ

歌
川
　
　
渡
　・・・・・・・ 

11
ペー
ジ

○ 

七
ヶ
浜
町
民
バ
ス「
運
賃
」の
適
性
化
を
図
れ

○ 

七
ヶ
浜
町
公
営
墓
地
内
に
合
葬
墓
所
又
は
樹
木
墓
所
の
設
置
を

○ 

松
ヶ
浜
字
熊
野
地
区
の
街
路（
防
犯
）灯
の
設
置・整
備
を

○ 

小
中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に
、生
理
用
品
の
設
置
を

鈴
木
　
惠
子
　・・・・・・・ 

12
ペー
ジ

佐
藤
　
直
美
　・・・・・・・ 

13
ペー
ジ

○ 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
ト
イ
レ
の
環
境
お
よ
び
改
善
に
つ
い
て

○ 

姉
妹
都
市
プ
リ
マ
ス
の
交
流
事
業
に
つ
い
て

　
12
月
会
議
の
一
般
質
問
は
、
12
月
４
日
と
５
日
に
行
い
７
人
が
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
質
問
者
の
原
稿
を
原
文
に
近
い
形
で
７
〜
13
ペー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、タ
イ
ト
ル
は
通
告
の
と
お
り
で
す
。

一般質問一覧表

⑦ しちがはま議会だより　第158号　令和6年2月1日発行  しちがはま議会だより　第158号　令和6年2月1日発行 ⑥

あ け みく ま が い

熊　谷　明　美

転倒・けが防止対策を

 

確
認
し
対
応
し
て
い
る

　
公
園
ト
イ
レ
の
汚
れ
や

　
　
　
　
　
　
不
具
合
の
対
処
は

　
公
園
ト
イ
レ
の
汚
れ
や

　
　
　
　
　
　
不
具
合
の
対
処
は

　
公
園
ト
イ
レ
の
汚
れ
や

　
　
　
　
　
　
不
具
合
の
対
処
は

　早速検討したい

庁舎などの入口階段を
　　　　　　　　　　　分かりやすく
庁舎などの入口階段を
　　　　　　　　　　　分かりやすく
庁舎などの入口階段を
　　　　　　　　　　　分かりやすく
町長町長町長

問問 答

問

問

問 答

答

問答

問答問答

答問答

答

あ け みく ま が い

熊　谷　明　美

転倒・けが防止対策を

 

確
認
し
対
応
し
て
い
る

　
公
園
ト
イ
レ
の
汚
れ
や

　
　
　
　
　
　
不
具
合
の
対
処
は

　早速検討したい

庁舎などの入口階段を
　　　　　　　　　　　分かりやすく
町長

問問 答

問

問

問 答

答

問答

問答問答

答問答

答 　
　「
す
べ
て
の
人
が
参
加

　
　
で
き
る
社
会
」を
考
え

た
と
き
、視
聴
覚
障
が
い
者

の
生
活
し
づ
ら
さ
を
少
し
で

も
和
ら
げ
る
支
援
が
必
要
で

あ
る
。強
度
弱
視
や
弱
視
の

人
は
、役
場
庁
舎
玄
関
の
階

段
や
ポ
ー
チ
、水
道
事
業
所

入
り
口
の
階
段
、登
り
口
の

傾
斜
角
度
が
分
か
り
づ
ら
い
。

存
在
が
分
か
る
よ
う
に
色
分

け
や
マ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
し

て
、つ
ま
ず
き
や
転
倒
防
止

を
考
え
な
い
か
。

　
　
町
長
　
視
覚
障
が
い
の

　
　
弱
視
は
、両
目
の
視
力

が
０・３
未
満
と
し
て
い
る
。

 

役
場
庁
舎
や
水
道
事
業
所

の
階
段
や
傾
斜
を
分
か
り
や

す
く
す
る
よ
う
に
、マ
ー
キ

ン
グ
も
含
め
、早
速
検
討
し

た
い
。

　
　
水
道
事
業
所
入
り
口
脇

　
　
の
手
す
り
は
分
か
り
や

す
い
が
、手
す
り
に
沿
っ
て
、

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
設
置

を
考
え
な
い
か
。

　
　
水
道
事
業
所
長
　

　
　
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　「
暗
所
視
支
援
眼
鏡
」

　
　
や「
眼
鏡
装
着
型
音
声

読
書
器
」の
購
入
補
助
や
貸

与
の
考
え
は
。ま
た
、人
工
内

耳
専
用
電
池
や
充
電
式
電
池
、

音
声
信
号
処
理
装
置
の
購
入

や
買
い
替
え
の
一
部
助
成
を

考
え
な
い
か
。

　
　
町
長
　
他
の
自
治
体
の

　
　
状
況
や
動
向
を
注
視
し
、

対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
意
思
疎
通
が
困
難
な
人

　
　
の
た
め
に
、手
話
通
訳

者
や
要
約
筆
記
者
、代
筆・代

読
者
な
ど
を
派
遣
す
る
意
思

疎
通
支
援
事
業
は
、実
施
し

て
い
る
の
か
。

　
　
今
年
度
は
、県
か
ら
派

　
　
遣
さ
れ
た
手
話
通
訳
者

を一
人
の
方
が
利
用
し
た
。

　
　
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
は

　
　
装
着
す
る
と
、は
っ
き

り
聴
こ
え
る
た
め
、大
声
を

出
さ
ず
に
済
み
、個
人
情
報

を
周
囲
に
聞
か
れ
る
心
配
が

な
く
な
る
。老
眼
鏡
と
同
じ

よ
う
に
役
場
窓
口
に
設
置
す

る
こ
と
や
意
思
疎
通
ボ
ー
ド

の
設
置
も
考
え
な
い
か
。

　
　
健
康
福
祉
課
長
　
現
在
、

　
　
筆
談
な
ど
で
対
応
し
て

い
る
。意
思
疎
通
ボ
ー
ド
で

の
対
応
も
考
え
た
い
。

　
　
災
害
時
、避
難
所
で
の

　
　
対
応
策
は
。

　
　
防
災
対
策
室
長
　

　
　
約
15
か
国
の
言
語
対
応

の
指
さ
し
ボ
ー
ド
を
検
討
し

た
い
。

　
　「
逍
遥
の
ま
ち
づ
く
り
」

　
　
を
計
画
し
取
り
組
ん
で

い
る
が
、来
町
者
が
美
し
い

景
色
を
見
て
、歴
史
や
文
化

に
触
れ
て
心
癒
さ
れ
て
も
、

せ
っ
か
く
訪
れ
た
町
の
ト
イ

レ
が
使
い
づ
ら
い
と
、大
変

残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　
多
聞
山
や
君
ケ
岡
公
園
の

ト
イ
レ
の
不
具
合
や
汚
れ
、

破
損
な
ど
を
発
見
し
た
場
合
、

ラ
イ
ン
な
ど
で
通
報
す
る
仕

組
み
で
対
処
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　
町
長
　
清
掃
を
委
託
し

　
　
て
い
る
所
や
利
用
者
か

ら
の
メ
ー
ル
や
電
話
で
連
絡

を
受
け
、町
担
当
者
が
確
認

し
対
応
し
て
い
る
。

　
　
菖
蒲
田
海
水
浴
場
の
ト

　
　
イ
レ
の
水
道
が
使
い
づ

ら
い
。対
応
は
。

　
　
作
動
に
支
障
が
あ
り
、

　
　
修
繕
を
考
え
た
い
。

　
　
な
が
す
か
多
目
的
広
場

　
　
を
含
め
、公
園
ト
イ
レ

に
手
洗
い
せ
っ
け
ん
と
除
菌

液
を
設
置
す
る
考
え
は
。

　
　
い
た
ず
ら
や
持
ち
出
し

　
　
の
心
配
が
あ
り
、考
え

て
い
な
い
。

町の考えを聞く 一 般 質 問

　
　「
す
べ
て
の
人
が
参
加

　
　
で
き
る
社
会
」を
考
え

た
と
き
、視
聴
覚
障
が
い
者

の
生
活
し
づ
ら
さ
を
少
し
で

も
和
ら
げ
る
支
援
が
必
要
で

あ
る
。強
度
弱
視
や
弱
視
の

人
は
、役
場
庁
舎
玄
関
の
階

段
や
ポ
ー
チ
、水
道
事
業
所

入
り
口
の
階
段
、登
り
口
の

傾
斜
角
度
が
分
か
り
づ
ら
い
。

存
在
が
分
か
る
よ
う
に
色
分

け
や
マ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
し

て
、つ
ま
ず
き
や
転
倒
防
止

を
考
え
な
い
か
。

　
　
町
長
　
視
覚
障
が
い
の

　
　
弱
視
は
、両
目
の
視
力

が
０・３
未
満
と
し
て
い
る
。

 

役
場
庁
舎
や
水
道
事
業
所

の
階
段
や
傾
斜
を
分
か
り
や

す
く
す
る
よ
う
に
、マ
ー
キ

ン
グ
も
含
め
、早
速
検
討
し

た
い
。

　
　
水
道
事
業
所
入
り
口
脇

　
　
の
手
す
り
は
分
か
り
や

す
い
が
、手
す
り
に
沿
っ
て
、

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
設
置

を
考
え
な
い
か
。

　
　
水
道
事
業
所
長
　

　
　
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　「
暗
所
視
支
援
眼
鏡
」

　
　
や「
眼
鏡
装
着
型
音
声

読
書
器
」の
購
入
補
助
や
貸

与
の
考
え
は
。ま
た
、人
工
内

耳
専
用
電
池
や
充
電
式
電
池
、

音
声
信
号
処
理
装
置
の
購
入

や
買
い
替
え
の
一
部
助
成
を

考
え
な
い
か
。

　
　
町
長
　
他
の
自
治
体
の

　
　
状
況
や
動
向
を
注
視
し
、

対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
意
思
疎
通
が
困
難
な
人

　
　
の
た
め
に
、手
話
通
訳

者
や
要
約
筆
記
者
、代
筆・代

読
者
な
ど
を
派
遣
す
る
意
思

疎
通
支
援
事
業
は
、実
施
し

て
い
る
の
か
。

　
　
今
年
度
は
、県
か
ら
派

　
　
遣
さ
れ
た
手
話
通
訳
者

を一
人
の
方
が
利
用
し
た
。

　
　
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
は

　
　
装
着
す
る
と
、は
っ
き

り
聴
こ
え
る
た
め
、大
声
を

出
さ
ず
に
済
み
、個
人
情
報

を
周
囲
に
聞
か
れ
る
心
配
が

な
く
な
る
。老
眼
鏡
と
同
じ

よ
う
に
役
場
窓
口
に
設
置
す

る
こ
と
や
意
思
疎
通
ボ
ー
ド

の
設
置
も
考
え
な
い
か
。

　
　
健
康
福
祉
課
長
　
現
在
、

　
　
筆
談
な
ど
で
対
応
し
て

い
る
。意
思
疎
通
ボ
ー
ド
で

の
対
応
も
考
え
た
い
。

　
　
災
害
時
、避
難
所
で
の

　
　
対
応
策
は
。

　
　
防
災
対
策
室
長
　

　
　
約
15
か
国
の
言
語
対
応

の
指
さ
し
ボ
ー
ド
を
検
討
し

た
い
。

　
　「
逍
遥
の
ま
ち
づ
く
り
」

　
　
を
計
画
し
取
り
組
ん
で

い
る
が
、来
町
者
が
美
し
い

景
色
を
見
て
、歴
史
や
文
化

に
触
れ
て
心
癒
さ
れ
て
も
、

せ
っ
か
く
訪
れ
た
町
の
ト
イ

レ
が
使
い
づ
ら
い
と
、大
変

残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　
多
聞
山
や
君
ケ
岡
公
園
の

ト
イ
レ
の
不
具
合
や
汚
れ
、

破
損
な
ど
を
発
見
し
た
場
合
、

ラ
イ
ン
な
ど
で
通
報
す
る
仕

組
み
で
対
処
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　
町
長
　
清
掃
を
委
託
し

　
　
て
い
る
所
や
利
用
者
か

ら
の
メ
ー
ル
や
電
話
で
連
絡

を
受
け
、町
担
当
者
が
確
認

し
対
応
し
て
い
る
。

　
　
菖
蒲
田
海
水
浴
場
の
ト

　
　
イ
レ
の
水
道
が
使
い
づ

ら
い
。対
応
は
。

　
　
作
動
に
支
障
が
あ
り
、

　
　
修
繕
を
考
え
た
い
。

　
　
な
が
す
か
多
目
的
広
場

　
　
を
含
め
、公
園
ト
イ
レ

に
手
洗
い
せ
っ
け
ん
と
除
菌

液
を
設
置
す
る
考
え
は
。

　
　
い
た
ず
ら
や
持
ち
出
し

　
　
の
心
配
が
あ
り
、考
え

て
い
な
い
。

町の考えを聞く 一 般 質 問

町
長



問答

問

問

問問

問

問

問

問

答答

答

答

答

答

問答

問答

問答

答

答

　
　
２
つ
の
中
学
校
の
学
力

　
　
を
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
の
か
。

　
　
教
育
長
　
文
部
科
学
省

　
　
に
よ
る
全
国
学
力
学
習

状
況
調
査
と
、民
間
に
よ
る

全
国
標
準
学
力
検
査
を
も
と

に
評
価
し
て
い
る
。全
国
平

均
と
の
差
は
回
答
し
な
い
。

　
　
保
護
者
の
な
か
に
は
、

　
　
高
校
入
試
で
求
め
ら
れ

る
学
力
を
懸
念
さ
れ
る
方
も

多
い
。そ
れ
に
対
す
る
見
解

と
対
策
は
。

　
　
本
来
の
学
力
の
在
り
方

　
　
だ
と
は
考
え
て
い
な
い

が
、結
果
と
し
て
、こ
れ
が

重
要
だ
と
い
う
認
識
は
あ
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
基

礎
的
事
項
の
繰
り
返
し
ド
リ

ル
学
習
や
数
学
科
の
少
人
数

指
導
、生
徒
会
の
提
案
に
よ

る
昼
休
み
と
放
課
後
の
自
習

ス
ペー
ス
の
設
置
な
ど
自
ら

考
え
る
力
を
鍛
え
る
授
業
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。

　
　
２
つ
の
中
学
校
の
学
力

　
　
に
大
き
な
差
が
あ
る
と

思
う
が
、こ
の
こ
と
を
教
育

委
員
会
は
把
握
し
て
い
る
の

か
、把
握
し
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
原
因
と
対
策
は
。

　
　
２
つ
の
中
学
校
に
差
が

　
　
あ
る
こ
と
は
、全
国
調

査
開
始
の
平
成
19
年
度
か
ら

15
年
間
に
わ
た
り
把
握
し
て

い
る
が
、常
態
化
し
て
い
る

と
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
過
去
３
年
間
の
デ
ー
タ

　
　
を
確
認
す
る
と
、毎
年

同
じ
結
果
で
あ
る
。こ
れ
は
、

生
徒
側
で
は
な
く
、教
員
側

に
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
が
。

　
　
そ
の
年
度
の
学
力
は
小

　
　
学
校
１
年
生
の
段
階
で

あ
る
程
度
把
握
で
き
る
の
で
、

そ
れ
に
対
応
し
た
指
導
を
行

っ
て
い
る
。平
均
点
に
届
か

な
い
生
徒
へ
の
指
導
は
、公

教
育
の
使
命
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。中
学
校
間
で
の
学

力
差
は
、逆
の
結
果
の
年
も

あ
る
。教
職
員
の
技
術
力
向

上
は
、当
然
の
こ
と
な
が
ら

行
っ
て
い
る
。現
場
は
学
力

以
外
の
こ
と
に
も
取
り
組
ん

で
い
て
大
変
苦
労
し
て
い
る
。

　
　
教
育
現
場
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

　
　
導
入
は
学
習
面
で
の
成

果
だ
け
で
な
く
、教
員
の
負

担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
。県

教
育
振
興
審
議
会
の
答
申
で

も
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、教
育
委
員
会
と
し
て
の

見
解
は
。

　
　
現
在
、各
校
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

　
　
を
活
用
し
た
授
業
づ
く

り
を
行
う
と
と
も
に
、教
員

の
業
務
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
学
習
効
果
や
教

員
の
負
担
軽
減
、働
き
方
改

革
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
の

検
証
を
続
け
な
が
ら
、実
効

性
を
高
め
る
よ
う
実
践
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
ど
ん
な
に
優
れ
た
ツ
ー

　
　
ル
を
導
入
し
た
と
し
て

も
、教
育
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う

し
て
も
人
に
依
存
し
て
し
ま

う
側
面
が
大
き
い
。教
職
員

の
研
修
は
し
て
い
る
の
か
。

　
　
昨
年
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使

　
　
用
し
た
授
業
は
実
施
し

て
お
り
、小
中
学
校
間
で
互

い
の
授
業
を
見
学
し
、知
見

を
深
め
て
い
る
。教
育
委
員

会
の
定
例
会
に
お
い
て
も

情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

　
　
ほ
と
ん
ど
の
住
民
が
つ

　
　
い
の
す
み
か
で
あ
る
。

水
道
は
住
民
が
安
全
安
心
で

健
康
的
に
住
む
た
め
に
も
必

要
で
あ
る
。ま
た
、特
に
高

齢
者
が
多
い
住
宅
の
ア
プ
ロ

ー
チ
や
階
段
等
は
黒
い
カ
ビ

の
生
え
た
ま
ま
で
掃
除
は
大

変
で
あ
る
。

　
今
は
各
家
庭
か
ら
バ
ケ
ツ

に
水
を
く
ん
で
き
て
掃
除
を

し
て
い
る
。

　
町
の
建
物
で
あ
る
か
ら
視

察
に
来
ら
れ
る
方
が
み
て
汚

い
よ
り
き
れ
い
な
方
が
良
い

と
思
う
が
。

　
　
高
圧
洗
浄
機
で
階
段
等

　
　
の
汚
れ
洗
浄
に
必
要
に

な
る
の
で
、前
向
き
に
考
え

た
い
。

　
　
こ
れ
ま
で
何
度
か
水
道

　
　
栓
設
置
の
件
で
質
問
し

て
き
た
。

　
今
般
、花
渕
浜
地
区
町
営

住
宅
住
民
総
意
の
も
と
、水

道
栓
設
置
要
望
書
を
提
出
し

た
が
。

　
　
町
長
　
11
月
29
日
、花

　
　
渕
浜
地
区
町
営
住
宅
入

居
者
の
方
々
よ
り
、町
へ
設

置
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。

入
居
者
世
話
人
の
方
々
と
維

持
管
理
方
法
な
ど
話
を
し
て

詳
細
を
詰
め
て
い
く
。

　
　
菖
蒲
田
浜
や
花
渕
浜
の

　
　
直
線
道
路
を
爆
音
を
鳴

ら
し
て
走
っ
て
い
る
が
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運
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者
の
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通
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ー

　
　
が
問
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と
な
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い
る

の
で
、町
交
通
安
全
協
会
や

塩
釡
警
察
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等
で
ド
ラ
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ー
の
マ
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ー
や
安
全
運
転
の
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発
活
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に
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組
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で
い

く
よ
う
に
働
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か
け
る
。

　
　
逍
遥
の
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
で
あ

れ
ば「
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
七

ヶ
浜
」で
は
な
い
が
、速
度
は

40
キ
ロ
と
す
べき
で
は
。

　
　
本
町
あ
た
り
は
40
キ
ロ

　
　
が
妥
当
と
思
う
。山
間

道
路
は
30
キ
ロ
で
良
い
と
思

う
の
で
要
望
し
て
い
く
。
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内
の
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通
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が
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な
い
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町
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公
安
委
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の

　
　
管
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で
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の
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キ
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。

　
　
交
通
規
制
に
則
り
決
め

　
　
ら
れ
て
い
る
。今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
検
討
が
必

要
で
あ
る
の
で
、最
高
速
度

50
キ
ロ
の
経
緯
を
調
べ
妥
当

性
の
確
認
を
す
る
。

ぎ
ゅ
う

　
　
２
つ
の
中
学
校
の
学
力

　
　
を
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
の
か
。

　
　
教
育
長
　
文
部
科
学
省

　
　
に
よ
る
全
国
学
力
学
習

状
況
調
査
と
、民
間
に
よ
る

全
国
標
準
学
力
検
査
を
も
と

に
評
価
し
て
い
る
。全
国
平

均
と
の
差
は
回
答
し
な
い
。

　
　
保
護
者
の
な
か
に
は
、

　
　
高
校
入
試
で
求
め
ら
れ

る
学
力
を
懸
念
さ
れ
る
方
も

多
い
。そ
れ
に
対
す
る
見
解

と
対
策
は
。

　
　
本
来
の
学
力
の
在
り
方

　
　
だ
と
は
考
え
て
い
な
い

が
、結
果
と
し
て
、こ
れ
が

重
要
だ
と
い
う
認
識
は
あ
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
基

礎
的
事
項
の
繰
り
返
し
ド
リ

ル
学
習
や
数
学
科
の
少
人
数

指
導
、生
徒
会
の
提
案
に
よ

る
昼
休
み
と
放
課
後
の
自
習

ス
ペー
ス
の
設
置
な
ど
自
ら

考
え
る
力
を
鍛
え
る
授
業
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。

　
　
２
つ
の
中
学
校
の
学
力

　
　
に
大
き
な
差
が
あ
る
と

思
う
が
、こ
の
こ
と
を
教
育

委
員
会
は
把
握
し
て
い
る
の

か
、把
握
し
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
原
因
と
対
策
は
。

　
　
２
つ
の
中
学
校
に
差
が

　
　
あ
る
こ
と
は
、全
国
調

査
開
始
の
平
成
19
年
度
か
ら

15
年
間
に
わ
た
り
把
握
し
て

い
る
が
、常
態
化
し
て
い
る

と
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
過
去
３
年
間
の
デ
ー
タ

　
　
を
確
認
す
る
と
、毎
年

同
じ
結
果
で
あ
る
。こ
れ
は
、

生
徒
側
で
は
な
く
、教
員
側

に
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
が
。

　
　
そ
の
年
度
の
学
力
は
小

　
　
学
校
１
年
生
の
段
階
で

あ
る
程
度
把
握
で
き
る
の
で
、

そ
れ
に
対
応
し
た
指
導
を
行

っ
て
い
る
。平
均
点
に
届
か

な
い
生
徒
へ
の
指
導
は
、公

教
育
の
使
命
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。中
学
校
間
で
の
学

力
差
は
、逆
の
結
果
の
年
も

あ
る
。教
職
員
の
技
術
力
向

上
は
、当
然
の
こ
と
な
が
ら

行
っ
て
い
る
。現
場
は
学
力

以
外
の
こ
と
に
も
取
り
組
ん

で
い
て
大
変
苦
労
し
て
い
る
。

　
　
教
育
現
場
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

　
　
導
入
は
学
習
面
で
の
成

果
だ
け
で
な
く
、教
員
の
負

担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
。県

教
育
振
興
審
議
会
の
答
申
で

も
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、教
育
委
員
会
と
し
て
の

見
解
は
。

　
　
現
在
、各
校
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

　
　
を
活
用
し
た
授
業
づ
く

り
を
行
う
と
と
も
に
、教
員

の
業
務
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
学
習
効
果
や
教

員
の
負
担
軽
減
、働
き
方
改

革
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
の

検
証
を
続
け
な
が
ら
、実
効

性
を
高
め
る
よ
う
実
践
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
ど
ん
な
に
優
れ
た
ツ
ー

　
　
ル
を
導
入
し
た
と
し
て

も
、教
育
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う

し
て
も
人
に
依
存
し
て
し
ま

う
側
面
が
大
き
い
。教
職
員

の
研
修
は
し
て
い
る
の
か
。

　
　
昨
年
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使

　
　
用
し
た
授
業
は
実
施
し

て
お
り
、小
中
学
校
間
で
互

い
の
授
業
を
見
学
し
、知
見

を
深
め
て
い
る
。教
育
委
員

会
の
定
例
会
に
お
い
て
も

情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

　
　
ほ
と
ん
ど
の
住
民
が
つ

　
　
い
の
す
み
か
で
あ
る
。

水
道
は
住
民
が
安
全
安
心
で

健
康
的
に
住
む
た
め
に
も
必

要
で
あ
る
。ま
た
、特
に
高

齢
者
が
多
い
住
宅
の
ア
プ
ロ

ー
チ
や
階
段
等
は
黒
い
カ
ビ

の
生
え
た
ま
ま
で
掃
除
は
大

変
で
あ
る
。

　
今
は
各
家
庭
か
ら
バ
ケ
ツ

に
水
を
く
ん
で
き
て
掃
除
を

し
て
い
る
。

　
町
の
建
物
で
あ
る
か
ら
視

察
に
来
ら
れ
る
方
が
み
て
汚

い
よ
り
き
れ
い
な
方
が
良
い

と
思
う
が
。

　
　
高
圧
洗
浄
機
で
階
段
等

　
　
の
汚
れ
洗
浄
に
必
要
に

な
る
の
で
、前
向
き
に
考
え

た
い
。

　
　
こ
れ
ま
で
何
度
か
水
道

　
　
栓
設
置
の
件
で
質
問
し

て
き
た
。

　
今
般
、花
渕
浜
地
区
町
営

住
宅
住
民
総
意
の
も
と
、水

道
栓
設
置
要
望
書
を
提
出
し

た
が
。

　
　
町
長
　
11
月
29
日
、花

　
　
渕
浜
地
区
町
営
住
宅
入

居
者
の
方
々
よ
り
、町
へ
設

置
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。

入
居
者
世
話
人
の
方
々
と
維

持
管
理
方
法
な
ど
話
を
し
て

詳
細
を
詰
め
て
い
く
。

　
　
菖
蒲
田
浜
や
花
渕
浜
の

　
　
直
線
道
路
を
爆
音
を
鳴

ら
し
て
走
っ
て
い
る
が
。

　
　
運
転
者
の
交
通
マ
ナ
ー

　
　
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

の
で
、町
交
通
安
全
協
会
や

塩
釡
警
察
署
等
で
ド
ラ
イ
バ

ー
の
マ
ナ
ー
や
安
全
運
転
の

啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

く
よ
う
に
働
き
か
け
る
。

　
　
逍
遥
の
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
で
あ

れ
ば「
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
七

ヶ
浜
」で
は
な
い
が
、速
度
は

40
キ
ロ
と
す
べき
で
は
。

　
　
本
町
あ
た
り
は
40
キ
ロ

　
　
が
妥
当
と
思
う
。山
間

道
路
は
30
キ
ロ
で
良
い
と
思

う
の
で
要
望
し
て
い
く
。

 

　
12
年
前
の
東
日
本
大
震

　
　
災
以
降
、町
内
の
交
通

標
識
が
更
新
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
町
長
　
公
安
委
員
会
の

　
　
管
轄
で
県
道
は
県
で
あ

り
、町
と
し
て
も
塩
釡
署
の

交
通
課
や
県
町
村
会
を
経
由

し
て
、県
に
設
置
要
望
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

設
置
さ
れ
る
ま
で
要
望
を
続

け
て
い
く
。

　
　
牛
生
街
道
や
大
代
街
道

　
　
は
40
キ
ロ
な
の
に
縦
断

道
は
50
キ
ロ
で
あ
る
が
、町

内
の
幹
線
道
路
を
最
高
速
度

40
キ
ロ
に
制
限
す
る
考
え
は
。

　
　
交
通
規
制
に
則
り
決
め

　
　
ら
れ
て
い
る
。今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
検
討
が
必

要
で
あ
る
の
で
、最
高
速
度

50
キ
ロ
の
経
緯
を
調
べ
妥
当

性
の
確
認
を
す
る
。

ぎ
ゅ
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つ
の
中
学
校
の
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力
差
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態
化
し
て
い
る
と
は
考
え
て
い
な
い

よりよい学習環境を

逍遥のまちづくりを考え
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町長

町
営
住
宅
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ミ
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に
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道
栓
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持
管
理
方
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く

町
長

鈴　　木　　篤
す　　 ず　　 き あつし

遠　藤　喜　二
え ん ど う よ　し　じ

マナーを守って安全に運転しよう
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町の考えを聞く 一 般 質 問

　
情
報
通
信
技
術
の
こ

と
。パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フォ
ン
な
ど
、様
々
な

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用

い
て
情
報
の
処
理
、通

信
を
行
う
技
術
を
い
う
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
は

ひ 

と 

口 
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モ



　
自
然
の
サ
ン
ゴ
礁
が

持
つ
波
を
消
す
機
能
を

人
工
的
に
造
成
し
た
も

の
。砂
浜
の
浸
食
を
防

ぎ
、打
ち
寄
せ
ら
れ
た

砂
を
堆
積
さ
せ
る
こ
と

で
、砂
浜
の
復
元
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２
０
１
８
年
４
月
改
正

　
　
の
運
賃
表
示
で
は
、町

内
間
は
１
０
０
円
、町
外
間

は
２
０
０
円
と
な
っ
て
い
る

が
、花
渕
浜
か
ら
本
塩
釡
ま

で
の
運
賃
は
３
５
０
円
と
明

記
さ
れ
て
い
る
。

　
50
円
の
増
額
運
賃
の
設
定

根
拠
は
。

　
　
町
長
　
町
内
と
町
外
で

　
　
乗
降
す
る
場
合
は
、路

線
バ
ス
同
様
に
距
離
に
応
じ

た
運
賃
設
定
を
し
て
い
る
。

　
　
花
渕
浜
か
ら
町
内
の
運

　
　
賃
は
、１
５
０
円
の
設

定
と
し
て
い
る
の
か
。

　
　
町
内
間
は
１
０
０
円
と

　
　
な
っ
て
い
る
。

　　
　
学
生
定
期
券
料
金
の
１

　
　
ヶ
月
分
が
６
１
０
０
円

と
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、本

塩
釡
への
花
渕
浜
及
び
北
遠

山
か
ら
の
乗
車
運
賃
は
同
一

運
賃
設
定
な
の
か
。

　
　
同一
運
賃
で
あ
る
。

　
　
定
期
券
料
金
か
ら
照
ら

　
　
し
て
、割
増
付
利
用
回

数
券
は
割
高
で
あ
る
こ
と
か

ら
、回
数
券
の
増
数
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
現
在
の
設
定
は
適
切
と

　
　
考
え
て
い
る
。

　
　
塩
釡
市
民
や
、多
賀
城

　
　
市
民
に
も
利
用
し
て
も

ら
う
よ
う
、町
外
間
の
運
賃

を「
N
E
W
し
お
ナ
ビ
」に

合
わ
せ
、１
０
０
円
に
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　
　
利
用
者
の
負
担
を
い
た

　
　
だ
き
な
が
ら
、現
在
の

運
行
体
系
を
維
持
し
て
い
き

た
い
。

　
　
本
町
最
大
の
観
光
コ
ン

　
　
テ
ン
ツ
と
言
え
る
菖
蒲

田
浜
海
水
浴
場
に
期
待
す
る

も
の
は
何
か
。

　
　
町
長
　
日
本
第
三
番
目

　
　
の
海
水
浴
場
と
し
て
歴

史
が
あ
り
、県
や
東
北
を
代

表
す
る
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て

い
る
が
、最
近
は
ト
ー
ン
ダ

ウ
ン
し
て
き
て
い
る
の
も
事

実
と
認
識
し
て
い
る
。海
水

浴
の
あ
り
方
が
変
わ
っ
て
き

て
お
り
、現
状
の
運
営
だ
け

で
は
将
来
的
に
継
続
は
厳
し

い
の
で
は
と
考
え
て
お
り
悩

ま
し
い
状
況
と
捉
え
て
い
る
。

　
一
方
で
海
水
浴
場
実
行
委

員
会
の
主
体
で
あ
る
町
観
光

協
会
で
は
、先
進
的
な
取
り

組
み
と
し
て
令
和
５
年
度
に

国
際
認
証
で
あ
る
ブ
ル
ー
フ

ラ
ッ
グ
を
取
得
、持
続
可
能

な
発
展
を
目
指
し
て
お
り
、

期
待
し
て
い
る
。新
た
な
取

り
組
み
を
通
じ
安
心
安
全
な

海
水
浴
場
と
し
て
発
信
し
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
　
来
年
度
以
降
も
海
水
浴

　
　
場
は
現
状
維
持
で
開
設

す
る
の
か
。

　
　
本
町
の
海
水
浴
場
は
癒

　
　
し
の
場
の
提
供
で
、飲

食
や
宿
泊
ま
で
備
わ
っ
た
観

光
地
と
し
て
は
考
え
て
な
い
。

日
帰
り
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の

「
逍
遥
の
町
」「
第
三
の
プ
レ

イ
ス
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

に
辿
り
着
い
た
次
第
で
あ
る
。

　
　
産
業
課
長
　
各
方
面
の

　
　
意
見
を
基
に
、海
水
浴

場
の
柔
軟
な
運
営
を
検
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し
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い
。

　
　
菖
蒲
田
浜
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ら
花
渕
浜
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で
の
県
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を
一
体
整
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し
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に
ぎ
わ
い
を
創

出
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
町
長
　
借
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の
減
額

　
　
な
ど
事
業
者
誘
致
の
推

進
を
図
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て
い
る
。事
業
用

地
と
し
て
の
問
い
合
わ
せ
は

あ
る
が
、観
光
な
ど
の
事
業

と
し
て
の
申
し
入
れ
は
な
い
。

　
　
海
の
安
全
安
心
の
た
め
、

　
　
近
隣
住
民
主
体
だ
っ
た

海
岸
の
清
掃
活
動
や
散
策
路

の
整
備
な
ど
を
積
極
的
に
町

で
支
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す
る
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は
な
い
か
。

　
　
特
別
景
勝
地
域
や
神
社

　
　
仏
閣
な
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で
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
あ
え
て
行
政
で
は

手
を
掛
け
て
こ
な
か
っ
た
。

　
倒
木
の
危
険
な
ど
緊
急
性

の
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も
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は
、引
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近
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民
や
関
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者
に

ご
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を
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。
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浜
の
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を
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の
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了
し
た
４
号
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工
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フ
内
側
で
は

砂
浜
の
幅
が
広
く
な
っ
て
お

り
、３
号
人
工
リ
ー
フ
も
工

事
完
了
に
よ
る
砂
の
動
き
を

見
極
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る
。

　
町
と
し
て
も
石
の
撤
去
な

ど
を
県
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要
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し
作
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が
実
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さ
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て
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る
。ま
た
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岸
整
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事
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の
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を
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ま
っ
て
く

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

検
討
材
料
と
し
た
い
。

　
　
以
前
に
鮮
魚
店
か
ら
熊

　
　
野
神
社
間
の
電
柱・電

灯
が
撤
去
さ
れ
た
ま
ま
現
在

に
至
っ
て
い
る
が
、撤
去
し

た
時
期
や
理
由
は
。

　
　
町
長
　
民
有
地
に
設
置

　
　
さ
れ
て
い
た
が
、平
成

28
年
ご
ろ
、鉄
柱
の
根
元
の

腐
食
で
倒
れ
撤
去
し
た
。

　
　
現
況
で
防
犯
や
災
害
時

　
　
避
難
に
支
障
が
な
い
と

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
防
犯・災
害
時
避
難
に

　
　
支
障
が
出
る
か
の
判
断

は
難
し
い
。

　
　
再
設
置
す
る
考
え
は
な

　
　
い
か
。

　
　
地
区
と
協
議
し
、必
要

　
　
と
な
れ
ば
、対
応
を
考

え
て
い
き
た
い
。

よ
う
ひ
ん

町長

町民バス運賃の適性化を図れ
　現在の運行体系を
　　　　　　　　 維持していきたい

　
合
葬
墓
所
等
の
設
置
を

今
後
の
検
討
材
料
と
し
た
い

町
長

観
光
政
策
に
戦
略
は
あ
る
の
か

観
光
協
会
の
取
り
組
み
に
期
待
す
る

町長

　松ヶ浜地区の街路灯整備を

　地区と協議し
　　　対応を考えていきたい

町
長

消えゆく砂浜を守ろう

砂は大切な資源です

歌　　川　　渡
う た が わ わたる

能　勢　鯨　太
  の　　  せ け　い　た
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町の考えを聞く 一 般 質 問

　
砂
が
浸
食
さ
れ
た
海

岸
線
に
、人
工
的
に
砂

を
供
給
し
砂
浜
を
保
つ

こ
と
。

　
観
光
地
の
維
持
保
全

だ
け
で
は
な
く
、波
浪

を
減
衰
さ
せ
る
な
ど
防

災
機
能
も
あ
わ
せ
持
つ
。

養
浜
と
は



　
　
現
在
、第
２
ス
ポ
ー
ツ

　
　
広
場
に
ト
イ
レ
は
整
備

さ
れ
て
い
な
い
。ア
ク
ア
リ

ー
ナ
の
ト
イ
レ
を
利
用
す
る

よ
う
に
促
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、多
く
の
子
ど
も
が

利
用
し
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
、安
全
面
の
観
点
か
ら

も
、敷
地
内
も
し
く
は
駐
車

場
に
ト
イ
レ
を
設
置
す
べき

だ
が
。

　
　
教
育
長
　
現
時
点
で
は

　
　
設
置
の
予
定
は
な
い
が
、

今
後
ス
ポ
ー
ツ
施
設
全
体
の

整
備
、検
討
項
目
の
一
つ
と

し
て
、引
き
続
き
議
論
し
て

い
く
。

　
　
敷
地
内
や
駐
車
場
に
設

　
　
置
す
る
の
が
難
し
い
の

で
あ
れ
ば
、商
工
会
議
所
が

建
っ
て
い
る
ア
ク
ア
リ
ー
ナ

の
駐
車
場
に
建
設
す
る
こ
と

も
可
能
な
の
で
は
。

　
　
生
涯
学
習
課
長
　
良
い

　
　
ア
イ
デ
ア
な
の
で
、そ

の
件
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

　
　
検
討
す
る
期
間
は
ど
の

　
　
く
ら
い
か
。

　
　
直
ち
に
で
も
設
置
し
た

　
　
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ

る
。全
体
の
財
源
や
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
今
後
の
修
繕
も
あ

る
の
で
、担
当
課
と
し
て
は

要
求
し
て
い
く
側
と
し
て
提

案
を
し
て
い
き
、庁
内
で
議

論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
ト
イ

　
　
レ
に
、衛
生
面
の
観
点

か
ら
も
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
を
設

置
し
て
お
く
べき
だ
が
。

　
　
教
育
長
　
現
時
点
で
は

　
　
設
置
す
る
考
え
は
な
い
。

今
後
、設
置
す
る
か
ど
う
か

は
、他
の
公
共
施
設
と
の
整

合
を
図
り
な
が
ら
判
断
す
る
。

　
　
設
置
し
な
い
理
由
は
。

　
　
生
涯
学
習
課
長
　
必
要

　
　
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
が
、一
番
の
理
由
は
盗
難

で
あ
る
。

　
　
町
内
小
中
学
校
の
初
潮

　
　
開
始
お
よ
び
生
理
の
状

況
は
。　
　

　
　
教
育
長
　
初
潮
開
始
は

　
　
個
人
差
は
あ
る
も
の
の

早
い
児
童
で
は
４
年
生
、一

般
的
に
は
５
年
生
か
ら
６
年

生
と
さ
れ
て
い
る
。

　
生
理
指
導
の
状
況
は
、小

学
校
で
は
高
学
年
の
宿
泊
合

宿
や
修
学
旅
行
を
機
会
と
し

て
事
前
指
導
を
行
う
。ま
た

学
習
指
導
要
領
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
性
教
育
を
行
い
、

指
導
後
に
は
児
童
と
保
護
者

対
象
の
相
談
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

　
中
学
校
で
は
、自
分
ら
し

さ
と
生
理
に
関
し
て
指
導
し
、

生
徒
の
心
理
状
態
も
含
め
て

状
況
を
把
握
し
指
導
を
し
て

い
る
。そ
の
他
、生
理
に
よ
る

欠
席
や
体
育
の
見
学
な
ど
担

任
等
が
把
握
で
き
る
。そ
の

中
で
児
童
生
徒
の
悩
み
の
相

談
に
も
応
じ
て
い
る
。

　
　
小
学
生
の
頃
は
、生
理

　
　
の
周
期
は
不
規
則
で
予

測
は
も
と
よ
り
自
覚
も
な
か

な
か
で
き
な
い
。学
校
で
始

ま
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
。対

応
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

の
か
。

　
　
全
教
職
員
が
ア
ン
テ
ナ

　
　
を
張
り
巡
ら
せ
て
い
る
。

気
軽
に
保
健
室
を
利
用
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
　
保
健
室
で
の
利
用
状
況

　
　
お
よ
び
内
容
は
。

　
　
各
学
校
と
も
月
１
か
ら

　
　
２
人
、１
か
ら
２
回
の

利
用
で
あ
る
。内
容
は
、生
理

用
品
の
提
供
な
ど
、必
要
に

応
じ
て
の
対
応
と
相
談
指
導

を
し
て
い
る
。

　
　
４
年
生
ぐ
ら
い
に
な
る

　
　
と
、女
の
子
た
ち
の
情

報
網
で
対
応
し
て
い
る
。児

童
に
し
て
み
れ
ば
保
健
室
に

生
理
用
品
を
受
け
取
り
に
行

き
づ
ら
い
。い
つ
で
も
相
談

で
き
る
よ
う
に
配
慮
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
。

　
　
全
教
職
員
で
、ま
ず
は

　
　
担
任
、親
和
性
の
あ
る

教
員
、用
務
員
に
相
談
し
や

す
い
体
制
を
作
っ
て
い
る
。生

理
と
い
う
認
識
を
ひ
そ
や
か

な
陰
に
隠
れ
て
と
ら
え
る
の

で
は
な
く
、こ
れ
は
当
た
り

前
の
女
性
の
発
達
だ
と
い
う

こ
と
、開
か
れ
た
学
校
体
制

づ
く
り
が
重
要
に
な
っ
て
い

る
。保
健
室
だ
け
で
は
な
く
、

担
任
に
も
話
せ
る
こ
と
が
常

態
化
す
る
学
校
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
る
。

　
　
子
ど
も
の
発
達
段
階
に

　
　
応
じ
た
生
理
に
関
す
る

教
育
を
、ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
進
め
て
い
る
の
か
。

　
　
学
習
指
導
要
領
に
基
づ

　
　
き
、小
中
学
校
９
年
間

を
通
じ
て
学
年
の
発
達
段
階

に
応
じ
、教
科
や
特
別
活
動
、

道
徳
育
等
の
中
で
教
育
活
動

全
体
を
通
じ
て
性
教
育
を
行

っ
て
い
る
。正
し
い
知
識
を
男

子
生
徒
、女
子
生
徒
と
も
に

指
導
し
て
い
る
。

　
　
多
賀
城
市
の
小
中
学
校

　
　
と
同
じ
よ
う
に
、本
町

の
小
中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ

に
生
理
用
品
を
設
置
し
て
欲

し
い
と
い
う
声
が
あ
る
。松

島
町
の
中
学
校
で
は
、昨
年

か
ら
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用

品
を
設
置
し
て
い
る
。ト
イ

レ
に「
い
つ
で
も
相
談
し
て

ね
！
」の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え

た
生
理
用
品
を
置
く
こ
と
で
、

児
童
生
徒
と
先
生
の
信
頼
関

係
を
強
め
る
き
っ
か
け
づ
く

り
の
一
助
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

　
　
生
理
の
貧
困
は
、2
0

　
　
1
5
年
の
N
G
O
世
界

女
性
会
議
の
中
で
カ
ン
ボ
ジ

ア
女
性
が
商
品
が
届
か
な
い

こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。日
本

の
生
理
の
貧
困
と
い
っ
た
場

合
は
、人
間
関
係
性
の
中
に

お
け
る
生
理
の
認
識
で
あ
る
。

男
の
子
も
女
の
子
も
同
じ
よ

う
に
人
生
を
通
じ
て
豊
か
な

関
係
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

日
本
は
遅
れ
て
い
る
。

　
　
ア
ク
ア
リ
ー
ナ
の
よ
う

　
　
に
、ワ
イ
ヤ
で
つ
な
ぐ

方
法
も
あ
る
が
。

　
　
盗
難
防
止
な
ど
も
含
め

　
　
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。町
全
体
で
の
設

置
の
ル
ー
ル
を
協
議
し
て
い

き
な
が
ら
、検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　
　
野
球
場
の
ト
イ
レ
は
、

　
　
下
水
の
臭
い
が
漂
う
時

間
帯
が
あ
る
。改
善
す
る
考

え
は
。

　
　
教
育
長
　
後
背
地
か
ら

　
　
流
れ
出
る
雨
水
排
水
の

流
末
と
な
っ
て
お
り
、雨
水

ま
す
に
泥
や
枯
れ
葉
な
ど
が

た
ま
り
や
す
く
、匂
い
が
発

生
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。今
後
、雨
水
ま
す
や
、

雨
水
側
溝
の
清
掃
な
ど
に
よ

り
対
処
し
た
い
。

　
　
姉
妹
都
市
の
プ
リ
マ
ス

　
　
町
か
ら
、中
学
生
や
教

育
委
員
ら
の
訪
問
団
が
、４

年
ぶ
り
に
本
町
を
訪
れ
た
。

今
後
の
交
流
の
在
り
方
や
町

民
へ
の
周
知
、そ
し
て
事
業

運
営
を
し
っ
か
り
と
見
直
す

べ
き
と
強
く
感
じ
た
。今
回

の
訪
問
の
成
果
は
。

　
　
町
長
　
青
少
年
の
交
流

　
　
は
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
の
交
流
時
間
を
多
く
確

保
し
た
こ
と
で
、限
ら
れ
た

日
程
の
中
で
も
十
分
な
交
流

が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　
表
敬
訪
問
団
に
関
し
て
は
、

５
回
目
と
な
る
七
ヶ
浜
プ
リ

マ
ス
教
育
懇
談
会「
七
ヶ
浜

サ
ミ
ッ
ト
2
0
2
3
」の
開

催
と
宣
言
が
さ
れ
た
こ
と
で
、

今
後
の
教
育
関
係
の
連
携
に

大
き
な
期
待
が
持
て
た
こ
と

で
あ
る
。

　
　
反
省
点
や
改
善
点
、今

　
　
後
の
展
望
は
。

　
　
訪
問
す
る
当
事
者
が
事

　
　
前
研
修
な
ど
で
、そ
れ

ぞ
れ
の
文
化
や
言
葉
、風
習

な
ど
、も
う
少
し
理
解
を
深

め
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
た
。今
後
は
、お
互

い
の
町
で
実
施
す
る
事
前
研

修
や
、z
o
o
m
な
ど
の
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
リ
モ
ー

ト
研
修
な
ど
を
模
索
し
な
が

ら
実
施
し
て
い
く
。

　
選
ば
れ
た
青
少
年
が
お
互

い
に
行
き
来
す
る
交
流
だ
け

で
は
な
く
、学
校
単
位
や
ク

ラ
ス
単
位
な
ど
、よ
り
多
く

の
青
少
年
に
お
互
い
の
こ
と

を
知
る
時
間
を
設
け
る
工
夫

を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
現
在
、第
２
ス
ポ
ー
ツ

　
　
広
場
に
ト
イ
レ
は
整
備

さ
れ
て
い
な
い
。ア
ク
ア
リ

ー
ナ
の
ト
イ
レ
を
利
用
す
る

よ
う
に
促
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、多
く
の
子
ど
も
が

利
用
し
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
、安
全
面
の
観
点
か
ら

も
、敷
地
内
も
し
く
は
駐
車

場
に
ト
イ
レ
を
設
置
す
べき

だ
が
。

　
　
教
育
長
　
現
時
点
で
は

　
　
設
置
の
予
定
は
な
い
が
、

今
後
ス
ポ
ー
ツ
施
設
全
体
の

整
備
、検
討
項
目
の
一
つ
と

し
て
、引
き
続
き
議
論
し
て

い
く
。

　
　
敷
地
内
や
駐
車
場
に
設

　
　
置
す
る
の
が
難
し
い
の

で
あ
れ
ば
、商
工
会
議
所
が

建
っ
て
い
る
ア
ク
ア
リ
ー
ナ

の
駐
車
場
に
建
設
す
る
こ
と

も
可
能
な
の
で
は
。

　
　
生
涯
学
習
課
長
　
良
い

　
　
ア
イ
デ
ア
な
の
で
、そ

の
件
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

　
　
検
討
す
る
期
間
は
ど
の

　
　
く
ら
い
か
。

　
　
直
ち
に
で
も
設
置
し
た

　
　
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ

る
。全
体
の
財
源
や
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
今
後
の
修
繕
も
あ

る
の
で
、担
当
課
と
し
て
は

要
求
し
て
い
く
側
と
し
て
提

案
を
し
て
い
き
、庁
内
で
議

論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
ト
イ

　
　
レ
に
、衛
生
面
の
観
点

か
ら
も
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
を
設

置
し
て
お
く
べき
だ
が
。

　
　
教
育
長
　
現
時
点
で
は

　
　
設
置
す
る
考
え
は
な
い
。

今
後
、設
置
す
る
か
ど
う
か

は
、他
の
公
共
施
設
と
の
整

合
を
図
り
な
が
ら
判
断
す
る
。

　
　
設
置
し
な
い
理
由
は
。

　
　
生
涯
学
習
課
長
　
必
要

　
　
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
が
、一
番
の
理
由
は
盗
難

で
あ
る
。

　
　
町
内
小
中
学
校
の
初
潮

　
　
開
始
お
よ
び
生
理
の
状

況
は
。　
　

　
　
教
育
長
　
初
潮
開
始
は

　
　
個
人
差
は
あ
る
も
の
の

早
い
児
童
で
は
４
年
生
、一

般
的
に
は
５
年
生
か
ら
６
年

生
と
さ
れ
て
い
る
。

　
生
理
指
導
の
状
況
は
、小

学
校
で
は
高
学
年
の
宿
泊
合

宿
や
修
学
旅
行
を
機
会
と
し

て
事
前
指
導
を
行
う
。ま
た

学
習
指
導
要
領
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
性
教
育
を
行
い
、

指
導
後
に
は
児
童
と
保
護
者

対
象
の
相
談
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

　
中
学
校
で
は
、自
分
ら
し

さ
と
生
理
に
関
し
て
指
導
し
、

生
徒
の
心
理
状
態
も
含
め
て

状
況
を
把
握
し
指
導
を
し
て

い
る
。そ
の
他
、生
理
に
よ
る

欠
席
や
体
育
の
見
学
な
ど
担

任
等
が
把
握
で
き
る
。そ
の

中
で
児
童
生
徒
の
悩
み
の
相

談
に
も
応
じ
て
い
る
。

　
　
小
学
生
の
頃
は
、生
理

　
　
の
周
期
は
不
規
則
で
予

測
は
も
と
よ
り
自
覚
も
な
か

な
か
で
き
な
い
。学
校
で
始

ま
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
。対

応
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

の
か
。

　
　
全
教
職
員
が
ア
ン
テ
ナ

　
　
を
張
り
巡
ら
せ
て
い
る
。

気
軽
に
保
健
室
を
利
用
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
　
保
健
室
で
の
利
用
状
況

　
　
お
よ
び
内
容
は
。

　
　
各
学
校
と
も
月
１
か
ら

　
　
２
人
、１
か
ら
２
回
の

利
用
で
あ
る
。内
容
は
、生
理

用
品
の
提
供
な
ど
、必
要
に

応
じ
て
の
対
応
と
相
談
指
導

を
し
て
い
る
。

　
　
４
年
生
ぐ
ら
い
に
な
る

　
　
と
、女
の
子
た
ち
の
情

報
網
で
対
応
し
て
い
る
。児

童
に
し
て
み
れ
ば
保
健
室
に

生
理
用
品
を
受
け
取
り
に
行

き
づ
ら
い
。い
つ
で
も
相
談

で
き
る
よ
う
に
配
慮
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
。

　
　
全
教
職
員
で
、ま
ず
は

　
　
担
任
、親
和
性
の
あ
る

教
員
、用
務
員
に
相
談
し
や

す
い
体
制
を
作
っ
て
い
る
。生

理
と
い
う
認
識
を
ひ
そ
や
か

な
陰
に
隠
れ
て
と
ら
え
る
の

で
は
な
く
、こ
れ
は
当
た
り

前
の
女
性
の
発
達
だ
と
い
う

こ
と
、開
か
れ
た
学
校
体
制

づ
く
り
が
重
要
に
な
っ
て
い

る
。保
健
室
だ
け
で
は
な
く
、

担
任
に
も
話
せ
る
こ
と
が
常

態
化
す
る
学
校
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
る
。

　
　
子
ど
も
の
発
達
段
階
に

　
　
応
じ
た
生
理
に
関
す
る

教
育
を
、ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
進
め
て
い
る
の
か
。

　
　
学
習
指
導
要
領
に
基
づ

　
　
き
、小
中
学
校
９
年
間

を
通
じ
て
学
年
の
発
達
段
階

に
応
じ
、教
科
や
特
別
活
動
、

道
徳
育
等
の
中
で
教
育
活
動

全
体
を
通
じ
て
性
教
育
を
行

っ
て
い
る
。正
し
い
知
識
を
男

子
生
徒
、女
子
生
徒
と
も
に

指
導
し
て
い
る
。

　
　
多
賀
城
市
の
小
中
学
校

　
　
と
同
じ
よ
う
に
、本
町

の
小
中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ

に
生
理
用
品
を
設
置
し
て
欲

し
い
と
い
う
声
が
あ
る
。松

島
町
の
中
学
校
で
は
、昨
年

か
ら
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用

品
を
設
置
し
て
い
る
。ト
イ

レ
に「
い
つ
で
も
相
談
し
て

ね
！
」の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え

た
生
理
用
品
を
置
く
こ
と
で
、

児
童
生
徒
と
先
生
の
信
頼
関

係
を
強
め
る
き
っ
か
け
づ
く

り
の
一
助
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

　
　
生
理
の
貧
困
は
、2
0

　
　
1
5
年
の
N
G
O
世
界

女
性
会
議
の
中
で
カ
ン
ボ
ジ

ア
女
性
が
商
品
が
届
か
な
い

こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。日
本

の
生
理
の
貧
困
と
い
っ
た
場

合
は
、人
間
関
係
性
の
中
に

お
け
る
生
理
の
認
識
で
あ
る
。

男
の
子
も
女
の
子
も
同
じ
よ

う
に
人
生
を
通
じ
て
豊
か
な

関
係
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

日
本
は
遅
れ
て
い
る
。

　
　
ア
ク
ア
リ
ー
ナ
の
よ
う

　
　
に
、ワ
イ
ヤ
で
つ
な
ぐ

方
法
も
あ
る
が
。

　
　
盗
難
防
止
な
ど
も
含
め

　
　
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。町
全
体
で
の
設

置
の
ル
ー
ル
を
協
議
し
て
い

き
な
が
ら
、検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　
　
野
球
場
の
ト
イ
レ
は
、

　
　
下
水
の
臭
い
が
漂
う
時

間
帯
が
あ
る
。改
善
す
る
考

え
は
。

　
　
教
育
長
　
後
背
地
か
ら

　
　
流
れ
出
る
雨
水
排
水
の

流
末
と
な
っ
て
お
り
、雨
水

ま
す
に
泥
や
枯
れ
葉
な
ど
が

た
ま
り
や
す
く
、匂
い
が
発

生
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。今
後
、雨
水
ま
す
や
、

雨
水
側
溝
の
清
掃
な
ど
に
よ

り
対
処
し
た
い
。

　
　
姉
妹
都
市
の
プ
リ
マ
ス

　
　
町
か
ら
、中
学
生
や
教

育
委
員
ら
の
訪
問
団
が
、４

年
ぶ
り
に
本
町
を
訪
れ
た
。

今
後
の
交
流
の
在
り
方
や
町

民
へ
の
周
知
、そ
し
て
事
業

運
営
を
し
っ
か
り
と
見
直
す

べ
き
と
強
く
感
じ
た
。今
回

の
訪
問
の
成
果
は
。

　
　
町
長
　
青
少
年
の
交
流

　
　
は
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
の
交
流
時
間
を
多
く
確

保
し
た
こ
と
で
、限
ら
れ
た

日
程
の
中
で
も
十
分
な
交
流

が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　
表
敬
訪
問
団
に
関
し
て
は
、

５
回
目
と
な
る
七
ヶ
浜
プ
リ

マ
ス
教
育
懇
談
会「
七
ヶ
浜

サ
ミ
ッ
ト
2
0
2
3
」の
開

催
と
宣
言
が
さ
れ
た
こ
と
で
、

今
後
の
教
育
関
係
の
連
携
に

大
き
な
期
待
が
持
て
た
こ
と

で
あ
る
。

　
　
反
省
点
や
改
善
点
、今

　
　
後
の
展
望
は
。

　
　
訪
問
す
る
当
事
者
が
事

　
　
前
研
修
な
ど
で
、そ
れ

ぞ
れ
の
文
化
や
言
葉
、風
習

な
ど
、も
う
少
し
理
解
を
深

め
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
た
。今
後
は
、お
互

い
の
町
で
実
施
す
る
事
前
研

修
や
、z
o
o
m
な
ど
の
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
リ
モ
ー

ト
研
修
な
ど
を
模
索
し
な
が

ら
実
施
し
て
い
く
。

　
選
ば
れ
た
青
少
年
が
お
互

い
に
行
き
来
す
る
交
流
だ
け

で
は
な
く
、学
校
単
位
や
ク

ラ
ス
単
位
な
ど
、よ
り
多
く

の
青
少
年
に
お
互
い
の
こ
と

を
知
る
時
間
を
設
け
る
工
夫

を
し
て
い
き
た
い
。

教育長

第２スポーツ広場に
　　　　　　　　トイレの設置は

　検討項目の１つとして議論する

　
姉
妹
都
市
交
流
の
改
善
点
は

学
校
や
ク
ラ
ス
単
位
の

　
　
　
　

   
交
流
を
す
る

教
育
長

学
校
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
設
置
を

設
置
す
る
考
え
は
な
い

近くにトイレが必要です

問答

問答

問答問答問答

問答

問答問答

問答

問答問答問答 問答

問問 答答

町
長

佐　藤　直　美
さ と う な お み

鈴　木　惠　子
す　 ず　 き け　 い　こ
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女子トイレに生理用品は当たり前に

多賀城市教育委員会より

町の考えを聞く 一 般 質 問

り
ゅ
う
ま
つ



　
本
町
の
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
の
財
政
状
況
が
、

現
状
の
ま
ま
だ
と
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、

今
後
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
等
、健
全
化
に
向
け
て
の

取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。そ
れ
を
受
け
、各
担

当
課
に
出
席
を
も
と
め
、国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

の
具
体
的
な
財
政
状
況
の
説

明
を
聞
き
、今
後
の
対
応
に

関
し
て
、委
員
会
と
し
て
意

見
を
述
べ
ま
し
た
。大
ま
か

な
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

・
税
収
を
一
般
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
る
こ
と
の
重
大
さ
を

認
識
し
、町
民
の
理
解
を
得

る
事
が
重
要
で
あ
る
。

・
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ

と
な
る
と
、国
保
の
加
入
者

だ
け
で
な
く
、そ
れ
以
外
の

町
民
への
説
明
と
周
知
が
必

要
で
あ
る
。周
知
方
法
と
し

て
、町
広
報
紙
だ
け
で
な
く

チ
ラ
シ
や
W
e
b
な
ど
を
活

用
し
、分
か
り
や
す
く
迅
速

に
周
知
す
べき
で
あ
る
。

・
全
町
民
を
対
象
と
し
た
説

明
会
を
開
催
す
べき
で
あ
る
。

・
重
篤
化
を
防
ぎ
、受
診
率

を
抑
制
す
る
た
め
の
、充
実

し
た
事
業
を
具
体
的
に
考
え

る
べき
で
あ
る
。

・
国
や
県
か
ら
の
情
報
提
供

の
要
望
と
話
し
合
い
を
行
う

べき
で
あ
る
。

出
席
課
：
町
民
生
活
課
　

　
　
　
　
財
政
課
　
税
務
課

リ

１月
会議

●
手
数
料
徴
収
条
例
の一
部

改
正

内
容

　
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料

の
標
準
に
関
す
る
政
令
の

一
部
改
正
に
伴
い
、所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

●
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
５
号
）

●
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
５

７
０
万
円
を
追
加
し
総
額
を

81
億
１
９
２
１
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。

内
容

　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

・
給
食
費
賄
材
料
代（
令

和
６
年
２
月
か
ら
７
月
保
護

者
負
担
軽
減
）

・
水
道
事
業
会
計
補
助
金

（
令
和
６
年
３
月
請
求
か
ら

３
ヶ
月
分
基
本
料
金
減
免
）

　
交
付
金
事
業
の
主
旨
に
反

し
た
配
分
と
な
っ
て
い
る
。

　
交
付
金
の
推
奨
事
業
分
は

全
て
水
道
事
業
会
計
補
助
金

と
給
食
費
賄
材
料
代
に
充
当

し
、負
担
軽
減
を
図
る
べ
き

で
あ
る
。し
か
し
、低
所
得

者
世
帯
支
援
金
３
０
０
万
円

も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

財
政
調
整
基
金
や
地
域
福
祉

基
金
等
の
取
り
崩
し
で
充
当

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
水
道
は
生
活
に
直
結
す
る

重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て

い
る
町
民
や
事
業
者
へ
の
負

担
軽
減
に
上
水
道
基
本
料
金

の
減
免
は
必
要
で
あ
る
。ま

た
、物
価
高
騰
は
学
校
給
食

の
食
材
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。
児
童
生
徒
に

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
給

食
の
提
供
を
維
持
す
べ
き
で

あ
り
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

に
交
付
金
を
活
用
す
べき
で

あ
る
。

採
決
の
結
果

賛
成
多
数
で
可
決

討

　論

反
対
反
対

歌
川
　
渡

賛
成
賛
成

仁
田
　
秀
和

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

内
容

　
国
民
健
康
保
険（
国
保
）の

安
定
的
な
運
営
を
確
保
す

る
た
め
、国
民
健
康
保
険
税

の
税
率
を
令
和
６
年
４
月
１

日
か
ら
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
町
民
に
税
率
ア
ッ
プ
の
改

定
を
す
る
前
に
、
国
や
県
が
、

法
に
準
拠
し
た
負
担
を
す
れ

ば
国
保
特
別
会
計
か
ら
の
納

付
金
も
軽
減
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

　
12
月
18
日
と
19
日
の
２
日

間
で
喜
多
方
市
、
国
見
町

大
河
原
町
の
視
察
研
修
を
し

て
き
ま
し
た
。

 

福
島
県
喜
多
方
市

ア
イ
デ
ミ
き
た
か
た

　
屋
内
子
ど
も
遊
び
場
「
め

ご
ぷ
ら
ざ
」
や
子
育
て
支
援

ル
ー
ム
、
子
ど
も
の
生
活
学

習
ル
ー
ム
等
が
一
つ
の
施
設

内
に
あ
る
交
流
拠
点
総
合
施

設
「
ア
イ
デ
ミ
き
た
か
た
」

を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　「
め
ご
ぷ
ら
ざ
」に
は
プ

レ
イ
リ
ー
ダ
ー
が
配
置
さ
れ
、

安
全
対
策
を
し
な
が
ら
、
子

ど
も
へ
の
遊
び
の
支
援
を
し

て
い
ま
す
。ま
た
、子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
等
が
よ

く
機
能
し
て
お
り
素
晴
ら
し

い
施
設
で
大
い
に
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

福
島
県
国
見
町

町
営
塾
ハ
ル

　
地
域
学
校
協
働
活
動
事
業

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
総
括

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
意
識

が
高
く
事
業
計
画
が
き
ち
ん

と
立
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
願
う
、無
償
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
多
く
活
動
し
て
い
ま

し
た
。

　
町
営
塾
の
「
放
課
後
塾
ハ

ル
」
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
子
ど

も
た
ち
や
保
護
者
が
話
し
や

す
い
、良
好
な
関
係
を
築
い

て
お
り
、高
校・大
学
進
学

へ
の
学
習
支
援
や
情
報
提
供

も
し
て
い
ま
す
。学
力
向
上

の
み
な
ら
ず
、子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
に
も
大
い
に
貢

献
し
て
い
ま
し
た
。

宮
城
県
大
河
原
町

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
学
力

テ
ス
ト
結
果
を
保
持

　「
町
学
力
向
上
推
進
委
員

会
」を
設
置
し
、
児
童
生
徒

が
分
か
る
授
業
を
し
て
い
ま

す
。算
数
科
を
中
心
に
三

人
組
で
の
対
話
や
、授
業
終

物価高騰対応重点支援で
　　　　　　　　　　　水道料金減免

物価高騰対応重点支援で
　　　　　　　　　　　水道料金減免
　令和６年定例会１月会議を１月５日に開催しました。手数料徴収条例の一部改正や
一般会計補正予算（第５号）などを審議しました。

　
過
去
５
年
間
の
動
向
を
み

る
と
、
急
速
な
高
齢
化
に
伴

う
医
療
費
の
増
加
が
見
ら
れ
、

現
状
の
税
率
で
は
国
民
皆
保

険
を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難

な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
税

率
を
改
正
す
る
こ
と
は
や
む

を
得
な
い
。
今
後
、町
民
へ

の
丁
寧
な
説
明
を
期
待
す
る
。

　
町
広
報
紙
で
は
、
具
体
的

な
引
き
上
げ
率
お
よ
び
世
帯

例
の
試
算
な
ど
も
示
さ
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
議
会
へ

の
議
案
上
程
は
前
改
正
時
同

様
、３
月
会
議
に
議
案
上
程

を
予
定
す
べき
で
あ
る
。
そ

の
間
、各
地
区
で
の
説
明
会

の
開
催
は
十
分
可
能
な
こ
と

か
ら
、加
入
者
の
意
見
を
求

め
る
べき
で
あ
る
。

　
被
保
険
者
数
の
減
少
に
よ

る
税
収
の
減
少
や
高
齢
化
な

ど
で
医
療
費
が
急
激
に
増
加

し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、国

保
財
政
が
危
機
的
状
況
に
な

っ
て
お
り
、
安
心
し
て
医
療

提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

国
保
財
政
の
安
定
し
た
運
営

の
た
め
に
、税
率
改
正
は
や

む
を
得
な
い
。

採
決
の
結
果

賛
成
多
数
で
可
決

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正

１月
第2回
会議
　
１
月
12
日
に
１
月
第
２
回
会
議
を
開
催
し
、
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
改
正
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

討

　論

反
対
反
対

鈴
木
　
惠
子

賛
成
賛
成

佐
藤
　
直
美

反
対
反
対

歌
川
　
渡

賛
成
賛
成

熊
谷
　
明
美

教
育
民
生

末
に
お
け
る
適
用
問
題
の
確

実
な
実
施
な
ど
実
に
細
や
か

に
計
画
が
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。特
に
対
話
的
学
び
は
教

師
か
ら
の
一
方
通
行
の
詰
め

込
み
で
は
な
く
、
子
ど
も
同

士
が
フ
ォ
ロ
ー
し
あ
っ
て
い

く
取
り
組
み
は
、学
力
向
上

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
し
た
。

　
今
後
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
研

修
内
容
を
活
か
し
て
活
動
し

て
参
り
ま
す
。

、

　
本
町
の
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
の
財
政
状
況
が
、

現
状
の
ま
ま
だ
と
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、

今
後
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
等
、健
全
化
に
向
け
て
の

取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。そ
れ
を
受
け
、各
担

当
課
に
出
席
を
も
と
め
、国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

の
具
体
的
な
財
政
状
況
の
説

明
を
聞
き
、今
後
の
対
応
に

関
し
て
、委
員
会
と
し
て
意

見
を
述
べ
ま
し
た
。大
ま
か

な
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

・
税
収
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般
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ら
繰
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大
さ
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認
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し
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の
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解
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得

る
事
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あ
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・
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般
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入
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町
民
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要
で
あ
る
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知
方
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て
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広
報
紙
だ
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チ
ラ
シ
や
W
e
b
な
ど
を
活

用
し
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か
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や
す
く
迅
速

に
周
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べき
で
あ
る
。
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全
町
民
を
対
象
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し
た
説
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会
を
開
催
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べき
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あ
る
。

・
重
篤
化
を
防
ぎ
、受
診
率
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抑
制
す
る
た
め
の
、充
実

し
た
事
業
を
具
体
的
に
考
え

る
べき
で
あ
る
。

・
国
や
県
か
ら
の
情
報
提
供

の
要
望
と
話
し
合
い
を
行
う

べき
で
あ
る
。

出
席
課
：
町
民
生
活
課
　

　
　
　
　
財
政
課
　
税
務
課

リ

１月
会議

●
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数
料
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部
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手
数
料
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標
準
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す
る
政
令
の

一
部
改
正
に
伴
い
、所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

●
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
５
号
）

●
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
５

７
０
万
円
を
追
加
し
総
額
を

81
億
１
９
２
１
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。

内
容

　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

・
給
食
費
賄
材
料
代（
令

和
６
年
２
月
か
ら
７
月
保
護

者
負
担
軽
減
）

・
水
道
事
業
会
計
補
助
金

（
令
和
６
年
３
月
請
求
か
ら

３
ヶ
月
分
基
本
料
金
減
免
）

　
交
付
金
事
業
の
主
旨
に
反

し
た
配
分
と
な
っ
て
い
る
。

　
交
付
金
の
推
奨
事
業
分
は

全
て
水
道
事
業
会
計
補
助
金

と
給
食
費
賄
材
料
代
に
充
当

し
、負
担
軽
減
を
図
る
べ
き

で
あ
る
。し
か
し
、低
所
得

者
世
帯
支
援
金
３
０
０
万
円

も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

財
政
調
整
基
金
や
地
域
福
祉

基
金
等
の
取
り
崩
し
で
充
当

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
水
道
は
生
活
に
直
結
す
る

重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て

い
る
町
民
や
事
業
者
へ
の
負

担
軽
減
に
上
水
道
基
本
料
金

の
減
免
は
必
要
で
あ
る
。ま

た
、物
価
高
騰
は
学
校
給
食

の
食
材
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。
児
童
生
徒
に

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
給

食
の
提
供
を
維
持
す
べ
き
で

あ
り
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

に
交
付
金
を
活
用
す
べき
で

あ
る
。

採
決
の
結
果

賛
成
多
数
で
可
決

討

　論

反
対
反
対

歌
川
　
渡

賛
成
賛
成

仁
田
　
秀
和

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

内
容

　
国
民
健
康
保
険（
国
保
）の

安
定
的
な
運
営
を
確
保
す

る
た
め
、国
民
健
康
保
険
税

の
税
率
を
令
和
６
年
４
月
１

日
か
ら
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
町
民
に
税
率
ア
ッ
プ
の
改

定
を
す
る
前
に
、
国
や
県
が
、

法
に
準
拠
し
た
負
担
を
す
れ

ば
国
保
特
別
会
計
か
ら
の
納

付
金
も
軽
減
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

　
12
月
18
日
と
19
日
の
２
日

間
で
喜
多
方
市
、
国
見
町

大
河
原
町
の
視
察
研
修
を
し

て
き
ま
し
た
。

 

福
島
県
喜
多
方
市

ア
イ
デ
ミ
き
た
か
た

　
屋
内
子
ど
も
遊
び
場
「
め

ご
ぷ
ら
ざ
」
や
子
育
て
支
援

ル
ー
ム
、
子
ど
も
の
生
活
学

習
ル
ー
ム
等
が
一
つ
の
施
設

内
に
あ
る
交
流
拠
点
総
合
施

設
「
ア
イ
デ
ミ
き
た
か
た
」

を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　「
め
ご
ぷ
ら
ざ
」に
は
プ

レ
イ
リ
ー
ダ
ー
が
配
置
さ
れ
、

安
全
対
策
を
し
な
が
ら
、
子

ど
も
へ
の
遊
び
の
支
援
を
し

て
い
ま
す
。ま
た
、子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
等
が
よ

く
機
能
し
て
お
り
素
晴
ら
し

い
施
設
で
大
い
に
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

福
島
県
国
見
町

町
営
塾
ハ
ル

　
地
域
学
校
協
働
活
動
事
業

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
総
括

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
意
識

が
高
く
事
業
計
画
が
き
ち
ん

と
立
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
願
う
、無
償
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
多
く
活
動
し
て
い
ま

し
た
。

　
町
営
塾
の
「
放
課
後
塾
ハ

ル
」
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
子
ど

も
た
ち
や
保
護
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や
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い
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好
な
関
係
を
築
い

て
お
り
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提
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し
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ま
す
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上

の
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な
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ず
、子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
に
も
大
い
に
貢

献
し
て
い
ま
し
た
。

宮
城
県
大
河
原
町

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
学
力

テ
ス
ト
結
果
を
保
持
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受
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の
詰
め

込
み
で
は
な
く
、
子
ど
も
同

士
が
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く
取
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向
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を
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。

　
今
後
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
研

修
内
容
を
活
か
し
て
活
動
し

て
参
り
ま
す
。

、

国
民
健
康
保
険
の

　
　
　
　
　
　
　
　
財
政
ひ
っ
迫

子育て支援と

　　学力向上策を学ぶ

ひっ迫する国保財政状況の打開策を探る

全天候型の楽しい屋内遊具（めごぷらざ）

子育て支援の取り組みを視察

⑮ しちがはま議会だより　第158号　令和6年2月1日発行 しちがはま議会だより　第158号　令和6年2月1日発行 ⑭

こんなことが決まりました－１月会議・１月第２回会議での議案審議－
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改
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今回の表紙

編
集
後
記

　七ヶ浜町職工組合青年部の皆さんは、地域や町のイ
ベントに協力しています。最近では産業まつりに参加し
ていました。
　その中の１人、高橋一輝さんに聞きました。

大工さんの仕事で大変なことは何ですか？

七ヶ浜で暮らして何年になりますか？

七ヶ浜の良いところは？

どのような経緯で、大工さんになる事を決めましたか？

　新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
の
編
集

作
業
が
3
回
目
と
な
っ
た
本

号
は
い
か
が
で
し
た
か
。私
を

含
む
新
人
議
員
も
早
い
も
の

で
七
ヶ
浜
町
議
会
議
員
と
な
っ

て
５
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。分

か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
四

苦
八
苦
し
て
い
ま
す
が
、皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、各
自
が
懸
命
に
職
務
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
、分
か
り
や
す
く
読
み

や
す
い
議
会
だ
よ
り
と
な
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、ご一
読
い
た
だ
け
ま
す
と

幸
い
で
す
。

鈴
木
　
　篤

  広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　委
員
長
　仁
田
　秀
和

　副
委
員
長
　熊
谷
　明
美

　委
　
　員
　鈴
木
　
　篤

　
　
　
　
　
　佐
藤
　信
輝

　
　
　
　
　
　能
勢
　鯨
太

　
　
　
　
　
　鈴
木
　惠
子

　
　
　
　
　
　佐
藤
　直
美

発
行
責
任
者

　議
　
　長
　安
倍
　敏
彦

　お客様の要望に沿って忠実に再現し、尚かつ丈夫な造
作をすることが大変です。

　多賀城市で生まれ育ち、七ヶ浜町で暮らして９年です。

　三方を海に囲まれた町で、多聞山をはじめとする美しい景観
が魅力です。

　最初は、基礎工事で勤めてたんですが、同じ現場に大
工さんがいて仕事をやっているところがかっこよくて、自
分も大工さんになりたいと思い職業を選びました。

受験に向け頑張っている
七ヶ浜中学校３年２組のみなさんです。

たかはしかずき

どんな町にしたいですか？
　町が持つ複合的な機能や、文化的な情報を発信して、若者が
住みやすい町にしたいです。そのためには、七ヶ浜の職工組合
青年部や商工組合青年部、若手の役場職員などで集まって話し
合い、創造していきたいです。

町や議会に要望することは何ですか？
　交通機関の利便性の向上や商業施設の充実、子育て支援の
充実です。子どものいる家庭は、経済的に厳しいので少子化対
策として、給付金や出産費用の助成、減税に力を入れてほしい
です。

　議会では、これまで通年議会の導入や議会デジ
タル化、議会基本条例などを協議してきました。
　その中で、議員のなり手不足の解消策の一つと
して、議員定数および議員報酬を議論する必要が
あると判断されたことから、改選後も継続協議して
おります。
　このたび、議会活性化策に精通されて全国的に
活動している東北大学の河村和徳准教授を講師と
してお招きし、ご講演をいただくことになりました。
　どなたでも傍聴できますので、議会を身近に感じ
ていただけますように、多くの皆さまのご来場を
お待ちしております。

●日　時　2月13日（火）　10:00～

●場　所　七ヶ浜町役場3階　議場

●テーマ　「議員定数と議員報酬について」

●講　師　河村和徳氏

議員定数と議員報酬の
講演会を開催します

⑯

かわむらかずのり

詳しくは議会事務局（℡357-7435）
または、町ウェブサイト
「町民便利帳」をご覧ください。
https://www.shichigahama.com

☆議会を傍聴してみませんか☆

－3月会議は3月1日開会予定です－

若者が住みやすい町に
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